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～
傷
の
処
置
～

〜公立刈田綜合病院紹介〜　☎ 25-2145

思いやりのある良質で信頼される医療を目指して思いやりのある良質で信頼される医療を目指して
リハビリテーション病棟紹介

リハビリテーション科部長　渡辺　　茂
　宮城県仙南地域での急性期を脱した患者さまに対
するリハビリテーション病床の不足が指摘されてき
ましたが、公立刈田綜合病院の6 病棟に、平成 23
年 4月から正式に「回復期リハビリテーション病棟」
が開設しました。
　近隣の先生方を初め、患者さまにもその存在が少
しずつ知れ渡るようになり、回復期リハビリテーショ
ン病棟としての実績が、徐々にではありますが上
がってきております。
　「回復期リハビリテーション病棟」は、脳血管疾
患や脊髄骨折、大腿骨頚部骨折などの患者さまに対
して、筋力が弱くなって歩行することが困難になっ
たり、食事が上手にできなくなったりしないように、
日常生活動作の能力を向上させて、回復するように
リハビリを行い、寝たきりの防止と自宅での家庭生
活に一日でも早く戻れるように、リハビリを集中的
に行うための病棟です。
　そこで行われる治療に携わっている職員は、医師・
看護師・看護助手・理学療法士・作業療法士・言語
聴覚士・医療ソーシャルワーカーなど多種にわたり、
複数の専門職種が連携して、包括的に患者さまの医
療看護に携わっております。
　東日本大震災後、当院でも1市 2町の方はもちろ
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傷
の
処
置
で
大
事
な
こ
と
は
、
ま
ず
、

傷
を
し
っ
か
り
水
道
水
で
洗
う
こ
と
で

す
。
基
本
的
に
消
毒
は
必
要
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
消
毒
の
殺
菌
力
は
細

菌
に
は
有
効
で
す
が
、
正
常
な
細
胞
に

は
毒
と
な
り
、
か
え
っ
て
治
り
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

次
に
、
傷
は
乾
燥
さ
せ
ず
、
湿
潤
な

環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
傷
が

で
き
る
と
、
表
面
が
「
ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
」

し
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
傷
を
治
そ

う
と
す
る
細
胞
が
し
み
だ
し
て
く
る
た

め
で
す
。
傷
を
常
に
湿
ら
せ
た
状
態
に

す
れ
ば
、
人
間
の
自
然
治
癒
力
を
最
大

限
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傷
に

ガ
ー
ゼ
を
直
接
あ
て
る
こ
と
は
、
傷
を

乾
燥
さ
せ
、
治
り
が
遅
く
な
る
ば
か
り

か
、
剥
が
す
時
に
痛
み
や
出
血
を
伴
う

の
で
推
奨
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

湿
潤
な
環
境
は
、
傷
表
面
に
ワ
セ
リ

ン
を
塗
り
ラ
ッ
プ
で
覆
っ
た
り
、
創
傷

被
覆
材
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
で
簡
単

に
作
れ
ま
す
。
市
販
の
創
傷
被
覆
材
と

し
て
は
、
ハ
イ
ド
ロ
コ
ロ
イ
ド
材
と
い

う
特
殊
な
素
材
を
含
ん
だ
絆
創
膏
が
便

利
で
す
。
傷
口
か
ら
の
滲
出
液
で
素
材

が
溶
け
て
、
傷
に
最
適
な
環
境
を
維
持

し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
滲
出
液
が

多
い
場
合
に
は
被
覆
材
の
交
換
が
必
要

で
す
。

　

以
上
は
、
傷
の
基
本
的
な
処
置
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
動
物
に
咬
ま
れ

た
傷
、
化
膿
し
た
傷
、
傷
口
が
深
い
場

合
、
止
血
困
難
な
場
合
な
ど
は
す
ぐ
に

病
院
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

健
診
結
果
に
つ
い
て

　

先
日
の
集
団
健
診
の
結
果
が
み
な
さ
ん

返
っ
て
き
た
頃
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
診

療
所
に
通
院
中
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

結
果
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

結
果
に
異
常
が
な
く
て
も
確
認
の
た
め
結

果
の
用
紙
を
持
参
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
通
院
中
で
な
い
方
も
異
常
が
あ
っ

た
方
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
医
療
機
関
を

ん、気仙沼で震災に遭われ避難所で倒れた患者さま
や、仙台市内の病院でリハビリ病棟が半壊状態とな
り、リハビリ訓練が継続困難になった患者さま、さ
らには福島第１原子力発電所の事故により入院継続
できなくなった患者さまたちを受け入れ、職員一丸
となって乗り切りました。
　今もなお、多くの大震災被害者の皆さまが、避難
所生活を余儀なくされております。被災された皆さ
まが早期に復興されることを願いつつ、私たち刈田
綜合病院でも、急性期医療にとどまることなく、回
復期までの中長期の医療を行い、患者さまが一日も
早く社会復帰できるように回復期リハビリテーショ
ン医療を職員全員で行っていきたいと思います。

こ
ち
ら
診
療
所

所
長　

宮
﨑　

武
文

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
当
診
療

所
で
は
採
血
検
査
（
血
糖
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
肝
機
能
な
ど
）
や
胃
が
ん
検
診

な
ど
の
2
次
検
査
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
必
要
に
応
じ
専
門
医
療
機
関
へ
の
紹

介
も
行
い
ま
す
の
で
検
査
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
整
形
外
科
外
来
の
お
知
ら
せ
〉

　

10
月
は
14
日
と
28
日
で
す
。

〈
休
診
の
お
知
ら
せ
〉

　

毎
週
火
曜
日
の
午
後
は
研
修
の
た
め
休

診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

け
ん
こ
う
広
場

保
健
セ
ン
タ
ー
通
信

℡ 37-2331

〈
相
談
日
の
お
知
ら
せ
〉

●
お
晩
か
た
相
談
会

　

夜
７
時
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
健
診
の
事
後
指
導
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
日
中
の
来
所
が
難
し
い
と

い
う
方
は
夜
間
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日
／
10
月
13
日
（
木
）

○
時　

間
／
午
前
９
時
～
夜
７
時
ま
で

○
申
込
み
／ 

不
要
で
す
。
健
診
結
果
を
持

参
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
下
さ
い
。

●
健
康
相
談

　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
（
病
気
や

食
生
活
、運
動
な
ど
）
の
相
談
に
保
健
師
・

栄
養
士
が
対
応
し
ま
す
。

○
実
施
日
／
①
10
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　

②
10
月
21
日
（
金
）

○
申
込
み
／
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

●
こ
こ
ろ
の
相
談

　

専
門
医
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
精
神
疾
患
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ト
レ
ス
ま
で
幅
広

く
対
応
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
日
／
10
月
７
日
（
金
）

○
申
込
み
／
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

健
診
は
受
診
し
た
後
が
大
切
で
す
！

　

住
民
総
合
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、

結
果
が
９
月
中
旬
頃
届
い
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
健
診
は
受
け
た
後
が
大
切
で
、
必
要
な

生
活
習
慣
の
改
善
や
、
医
療
機
関
を
受
診
し

て
重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
各
種
教
室
や
相
談
会

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
の
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
に
対
し
て
相
談
等
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
心
配
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

健
診
結
果
票
の
裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
結
果
の
裏
面
に
は
、
介
護
予
防

に
必
要
な
生
活
機
能
の
結
果
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。「
介
護
予
防
教
室
へ
の
参
加
が
望

ま
し
い
」
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日

教
室
等
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、「
問
題
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
方
々

に
も
、
町
だ
よ
り
な
ど
で
、
参
加
で
き
る
教

室
等
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▲リハビリガーデンでの訓練

げんき塾（運動教室）

　今月は東北福祉大学から講師を招い

てノルディックウオーキングの講習を

行います。動きやすい服装でお越し下

さい。（雨天の場合は室内で行います。）

●日　時／１０月２１日（金）

●内　容／ノルディックウオーキング

　　　　　講師：東北福祉大学　

　　　　　　　　星　勝久　氏

●集　合／保健センター

　　　　　（午後１３時半）

※ 歩く場所は湯原地区です。湯原コ

ミュニティーセンター前へ、午後１

時４５分まで直接集合していただい

てもかまいません。

●申込み／不要

メタボ予防・改善セミナー

―第１回―

●実施日／１０月５日（水）

　　　　①保健センター 午前１０時～午前１１時３０分

　　　　②湯原コミセン 午後１時～午後２時３０分

●内　容／「脱メタボ！～生活習慣を見直そう」

　　　　　講師：宮城県予防医学協会

　　　　　　　　医師　角田　行　氏

―第２回―

●実施日／１０月２７日（木）

　　　　①保健センター 午前１０時～午前１１時３０分

　　　　②湯原コミセン 午後１時３０分～午後３時

●内　容／「家庭でできるメタボ予防」

　　　　　　　担当：保健師、栄養士

※申込みは不要です。直接会場にお越し下さい。


